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1.はじめに

2005年に流山市で千葉県内初の組織的なオープンガーデン活動が始められてから 10年になる O このオ

ープンガーデンの運営主体である「ながれやまガーデニングクラブ『花恋人(カレントUJは、 2005(平

成 17)年 5月に結成された。これは、前年 11月に流山市で開催されたガーデ、ニング、コンテストの表彰式

後の交流会において、意見交換がなされたことを直接のきっかけとしている。そして、このガーデ、ニン

グコンテストというのは、現市長の井関義治氏が 2003(平成 15)年 4月に初当選した際に、都市緑化推

進運動の一環として始められたものである。

一方、現在、「栗と北斎と花のまち」として親しまれている長野県上高井郡小布施町では、 2000(平成

12)年にオープンガーデンが始められている。この背景には、 1980(昭和 55)年に、潤いのある環境を

求めて「町を美しくする事業推進委員会j が発足し、意識的に地区の緑化や花壇づくりが始められたこ

とがある。また 1989 (平成元)年に、ふるさと創生事業の一環として始まったヨーロッパへの花のまち

づくり研修事業も大きな影響があると言われている。

柏市・松戸市・は江戸川・野回市に固まれた流山市は、 2005年 8月のつくばエクスプレスの開業以来、

今や都心まで 30分とかからないベッドタウンとして、沿線にマンションが林立している。ただ、今では

観光地として脚光を浴びている小布施も、昭和 50年代には定住人口の減少に悩んで宅地分譲をはじめ、

長野市のベッドタウン化する経験を経て来ている。また小布施の観光の拠点となっている「北斎館」も、

当初は「田んぼの中の博物館」として、観光資源としては未知数の存在だ、った。

こうした実例を見たとき問題点として浮かび上がってくるのが、観光と日常のライフスタイルの線引

きである。他者の視線に入るように意識的に自身を掲げ、交流を促進させようとする試みは、産業の関

与の如何を間わず観光の原点、と言ってもいいだろう。だとすると、日本では自宅の庭を無料で開放して

見学させる営みとして定着して来たオープンガーデンも、観光資源の大きな柱のひとつとして位置づけ、

検討してし、く必要があるだろう。またこれは、観光地における地域住民の位置づけを検討する試みを内

包しているとも言えるだろう。

本研究は、このような問題意識に立ち、オープンガーデンを行っている庭のオーナーの意向について

とらえることを目的とするものである。なお本報告は、平成 25年度採択科学研究費基盤研究 (c)課題

番号 25501015Iオープンガーデ、ンマップの設計による観光情報の類別J(研究代表者:土屋薫、研究分担

者:林香織・下嶋聖)の一環として行われた調査結果をまとめたものである。

2. 調査概要

調査対象は、 2014 年に流山市でオープンガーデンを統一公開日 (5 月 18 日 ~20 日)に実施した 27 庭

(集合住宅は除く)と、小布施町のオーフ。ンガーデンマップに掲載されている 126庭である。調査実施

期間は 2014年 9月、留置調査法で、回収のみ郵送で、行った。

3. 調査結果

単純集計の結果は以下の通りである(流山の回収数 23=回収率 85.2%、小布施の回収数 80ニ回収率

63. 5出)。

回答者の属性を見てみると、流山では平均居住年数が 30.1年、年齢は 60歳代が 47.8切と最も高く、家

族構成は「夫婦のみ」が 52.2%と最も高く、女性の割合が 69.附であった。これに比べて小布施では、平

均居住年数が 44.0年、年齢は 60歳代が 43.8見と最も高く、家族構成は「親と子どもj の 2世代が 31.3% 

一 100-



と最も高く、女性の割合が 55.0%であった。

両者を比較すると、小布施の方が平均居住年数は長いが、これは居住地域全体の開発度によるものと

思われる。同じベッドタウンと言っても、江戸川の河岸段Eに位置する流山では、昭和における開発が

主流であったことが伺える。また年齢構成に関しては、流山において、 40歳代が Oなのに対して 30歳代

が4.3%となっている。これは、流山調査の対象が「ガーデニングクラブj の成員であることが原因であ

ると思われる。また家族構成に関しては、小布施が「親と子ども二32.5免J13世代家族二31.3免J1夫婦の

み 26.3九」となっているのに対して、流山では「夫婦のみ二52.2%J 1親と子ども =43.5切J13世代家族=

O耐となっていることから、首都圏周辺での核家族化の影響が出ていると思われる(図1)。

次に、自宅の庭を公開している理由について尋ねたところ、流山では「同じ趣味を持つ人たちと交流

したいから」と答えた人が 52.2%とl位で、「住んでいる街の良さを知ってほししリが 17.4%と2位だ、っ

た。これに対して小布施で、は、「住んでいる街の良さを知ってほししリが 35.0切と 1位で、「人にすすめら

れて」が 25.聞と 2位だ、った。ここにも、趣味縁から成り立っている流山と地域づくりから出発している

小布施との違いが現れている、と言えるだろう(図 2)。

また、実際に来訪者にされた質問について尋ねたところ(複数回答)、流山では「草や木の名前や種類」

が 100目、「花や木の育て方」が 87.0%だ、ったほか、「ガーデ、ニングに関する用品の購入先J1食事や休憩

をするところはどこかJ1駅やバス停への生き方」が 56.5%と高くなっていた。これに対して小布施では、

「草や木の名前や種類」が 73.師、「花や木の育て方」が 43.8出だ、ったほか、「花や木の苗や種をどこで

購入しているか」が 13.側、「ガーデニングに関する用品の購入先」が 8.聞と低くなっているところが

特徴的だ、った。この結果は、先に挙げた趣味と地域づくりへの関心の違いが、来訪者の側にもある程度

浸透している現れとしてとらえることができるだろう(図 3)。
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図 l 同居している家族構成

4. まとめ

図2 自宅の庭を公開している理由 図 3 来訪者にされた質問

今回の報告は単純集計レベルであるが、同じく自宅の庭を無料で公開するオープンガーデン活動であ

っても、その成り立ちゃ運営主体によって、状況の異なることがわかった。またその違いの軸として、

趣味と地域づくりへの関心という 2つの方向性が発見できた。こうした知見を出発点として、庭のオー

ナーと来訪者が求めているもののマッチングを図っていくことが、ガーデ、ニングという個人のレジャー

活動の充実においても、着地型観光のひとつのかたちであるオープンガーデンという交流事業の充実に

おいても、ともに求められるだろう。また、その両者が密接なつながりを持っていることに、今後のレ

ジャー政策の方向性が見出されると思われる。
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